











































































































































要  旨 
 
    对照语言学是通过语言和语言的对照研究来弄清各自的语言特性，也是研究语言本质的
语言学的一个领域。对照研究是主要关于各自语言的语音和音韵、文法、词汇、语言行动等
的研究。其中，语言行动的对照研究作为对照语言学领域重要的一环倍受瞩目。 
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 1.1 研究の背景 
対照言語学は、英語では contrastive linguistics という。この分野では、音声、音韻、
文法、表現、語彙といった、幅広い範囲が対象となる。 














































































































































































































































































































































































 例 A  これ落ちましたよ。 
      はい。 
      あ、ありがとうございます。 





 B  これ落ちましたよ。 
      はい。 





















































































   初期状態→ 利害を含む事態→ 関係修復(顕在化)→ 応答(否定) → 回復状態 
話し手：  0      -X       -X        -X    （0） 
言語行動：               ↓｢不均衡｣     ↑｢否定｣ 
聞き手：  0      +X       +X         +X     （0） 













































発話を拾った。感謝の表現を約 70 例、詫びの表現を約 60 例収集し、これらのデータに基
づいて、「感謝」と「詫び」の特徴をまとめた。 
 「A が B に感謝する」「A が B に詫びる」という場合、話し手である A が、それぞれ｢A が


















































○ 山本(2003)   
山本(2003)は、｢感謝｣と｢謝罪｣という異なった言語行動が日本語では両方とも｢すみませ











































































































 2.5.2.3 日中の対照研究 
 日中両言語の対照研究では、崔(2000)と安(2005)が日中韓(朝)において、感謝を表す表現の
使用状況を調査し考察した。 





















































































































































3.1 研究方法     




表 1 言語行動の研究にあたっての資料収集の方法 
（秦（2008）に基づいてまとめたものである） 


















































  ①アンケート調査：  
         住田(1990)、岡本(1991)、小川(1993・1995)、赤堀(1995)、(三宅(1993・1994)
洪(2006)、崔(2000)、安(2005)、施(2007)、田中(2007) 
  ②映画やテレビドラマのシナリオ、セリフの文字化  
     山本(2003)、(中田(1989)、生越(1994)、谷口(2007)、秦(2002) 




























































中国語のテレビドラマ：《媳妇的美好时代》 10 話 400 分 
                     《蜗居》      10 話 450 分 
                     《奋斗》      10 話 472 分 
《家常菜》       6 話 270 分 
                     《幸福像花儿一样》  1 話  45 分 
                     《杜拉拉升职记》  10 話 426 分 
                                                合計：2063 分 
                      場面：161 個  データ：178 個 
 
日本語のテレビドラマ： 『秘密』     9 話  441 分 
            『同窓会』      9 話  438 分 
            『白夜行』    11 話  558 分 
            『大切なことはすべてあなたが教えてくれた』10 話 475 分 
            『流れ星』    10 話  475 分       
                           合計：2387 分 






















































                        「いつもお世話になりました」 
                        「いろいろご教示いただきまして」 
d.聞き手が発話者に益をもたらした旨の言述： 「たいへん助かりました」 























 c 感謝の対象事物への言及：「私にまで気を使ってくれて…」 




 e 利益に関する言及 
利益内容への言及：「やー、なんとか間に合ったわ」 
利益の有効利用に関する言及：「ぜひ参考にさせていただきます」 
 f 返恩の申し出：  「今晩ご飯おごるわ」  




  h 相手（またはそのウチの人物）が受益者であることの明示 
利益のもたらし手の明示：「あんたのおかげよ」 
相手の存在、行為の不可欠性への言及： 











a 感謝の気持ち／そのものの表出：「ありがとう」類  




                「サンキュー」  
                「どうも」 
b 申し訳ない気持ちの表出：「すみません」類 
            「悪い」類 





            「お陰さま」類 
            「ご馳走さま」類 
 定型以外の表現： 
a 直接的な感情の表出：「いやー」 
          「うれしいな」 
b プラス評価：「さすが、あなた」 
       「美味しそう」 
c 負担に関する言及： 「これ手に入れるのに大変だったでしょう」 
            「気を遣わなくてもいいのに」 
d 話し手の利益に関する言及：「やー、なんとか間に合ったよ」 
e 話し手にとって聞き手（の行為）の必要性・不可欠性の言及：  
              「○○ちゃんいなかったら間に合わなかったよ」 
f お返しの言及：「近々メシ奢るから」 
g 言葉にできないことへの言及：「なな、なんていうか…」 






























































































































































































































   なったでしょ？もう、うちは鉢植えいっぱいで、どうぞ。 
雪穂の養母：おおきに。 









 【用例 15】(毛さんの両親が保管する玉の腕輪を宝石店の従業員に鑑定してもらう) 
毛豆豆妈妈：十万呢？真的假的呀？ 
     （十万元ですか？本当ですか？） 
鉴定师：最少十万。你赶紧把它收好了。 










   （え、ありがとう。） 
鉴定师：不客气。 
   （どういたしまして。） 




杜拉拉：你好，帮我查一下 305 的住客有没有入住。 
（こんにちは、部屋番号 305 の客がチェックインしたか調べていただけませんか。） 
服务员：是的，大概半个小时前。 
    （はい、半時間ほど前にチェックインしています。） 
杜拉拉：太好了，帮我给她打个电话好吗？ 




杜拉拉：这样啊，谢谢。   
    （そうですか。ありがとうございます。） 










     （二慶のお母さん、お気遣いなく、ご面倒でしょう。結構ですよ。） 
二庆妈：那客气什么呀。就这么定了，俊玲，一块儿来。那我走了啊。 
    （遠慮しないでください。そうしましょうよ。俊玲、一緒に来てね。じゃお先に。） 
何文惠妈妈：谢谢啊。 
     （ありがとうございます。） 































（あ、おじさん、ありがとうございます。どうもありがとうございます。）                         

















   （本当に貸してくれるんですか。） 
余味：真借给你了呀。 
   （本当だよ。） 
秦素素：谢谢你，余味！（拥抱对方） 
   （ありがとう。余味！） 
余味：不客气，不客气。  
   （かまわない、かまわない。） 







  （郭さん、私は南屏路に行きたいんですが、どうやって行くか知っていますか？） 
海萍：南屏路啊，挺远的，你从哪出发？ 
  （南屏路ですか、遠いですよ、どこから行くんですか。） 
同事：就从办公室走啊。 
  （事務所からです。） 
海萍：从办公室那你就在楼下做 89 路，然后到青少年活动中心下，再转 66 路，过江一户到
时代广场下，原地不动，然后坐 193 机场快线，有一站叫松吴线路的，你下来以后沿马
路右手边第二个红绿灯右拐就是。 
  （事務所からなら、外で 89 路のバスに乗って、それから青少年活動センターで降りて




  （どうもありがとうございました。郭さん、ありがとう。） 




































海藻：那就谢谢您了。   
   （では、ありがとうございます） 




  （私はその先で降ります。乗せてくれてありがとうございます。） 











   （いいえ、いいえ） 
毛豆豆：我真的挺感谢的。 
   （本当にありがとうございます） 


















    （あ、ちょっと待って、次の面接までまだ 15 分ある。じゃ、今から探してみよう。） 
杜拉拉：谢谢，谢谢。 
    （ありがとう。） 





















   （要りません。おばさま。） 
姚静：拿着拿着，拿着吧。  


















   （君の話をすべて婉芬に伝えたよ。） 
徐志森：哦，那谢了啊。 
   （あ、それは、ありがとう。） 




   （もう遅くなったね、それでは失礼するよ。） 
中建：改天一起吃饭吧，二十多年没见面了。 





   （分かった。必ず伝えるよ。） 
徐志森：好，谢了，中建。 
   （ああ、ありがとう、中建。） 



















   （いいえ、いいえ） 
毛豆豆：我真的挺感谢的。 
   （私は本当に感謝しています。） 


















帯は本当にとても良く〜〜）   









  A：这是送你的生日礼物 
   （これはお誕生日のプレゼントです。） 
○  B：谢谢！  
    （ありがとう。） 
 
   A：这是送你的生日礼物 
   （これはお誕生日のプレゼントです。） 
？  B：感谢！ 




































































































































































   （あの方はあなたのお母さんですか。どういたしまして。） 





    （どうぞ。） 
毛豆豆：这是什么呀？真好玩！给我的？ 
   （これは何ですか。面白そう。くださるのですか。） 
余味妈妈：这是妈妈的心意。 
    （これは私の気持ちだよ。） 
毛豆豆：真好看！ 
   （きれいですね。） 
余味妈妈：玉镯，老货。 
    （玉の腕輪、骨董品なんだ。） 








  （どうぞ、プレゼントします。） 
杨晓芸：真漂亮。 
   （きれいですね。） 





















































  （じゃ、行きましょう。お見送りします。）  
黛西：麻烦你了。 
  （お手数をおかけします。） 
















   （では、まずこれを修正して送ります。それから探しに行きます。） 
行政部主管玫瑰：嗯，辛苦你了。 





   （刘师傅、私、遅れていないよね。） 
刘洪昌：没有没有。 
   （遅れていないよ。） 
何文远：你来就来吧，还花钱干什么啊？ 
   （来てくれるだけで良かったのに、なんでお金を使っちゃったの。）  



















  （また、みなさんに散財させてしまいました。） 


























   （お姉さん、悪いんですが、ちょっと通してくれませんか？） 
杜拉拉：好的好的。 
      （はい。） 
清掃員：不好意思啊。好了，谢谢啊。 
     （すみません。どうも、ありがとうございます。） 
               （《杜拉拉升职记》 第 7話） 




                                              （《媳妇的美好时代》第 1話） 
  
【用例 57】と【用例 59】はどちらも相手になにか依頼した際の会話であり、【用例 58】






















































































【用例 67】（電話を使う際、友達に頼む場面）  
建斌：文惠，电话在那儿呢。来。 











   （本当ですか。どうもありがとうございます。本当にすみません。ご迷惑をおかけ
しました。） 



































表 3 各表現の出現回数と割合 










106     55.8％ 
 7     3.7％ 
  7      3.7％     
  5      2.6％  







 76      41.8％ 
 39      21.4％ 
  6     3.3％ 
 24    13.2％ 
  3     1.6％ 
  5     2.7％ 










6      3.1％ 
3      1.5％ 
























  9        5.8％  
  8        4.2％ 
  7        3.7％ 
  7       3.7％ 










  3     1.6％ 
  3     1.6％ 












  5        2.6％ 
  












 6       3.3％ 
 2        1.1％ 
  2     1.1％ 
  1    0.5％ 








8      4.2％ 
2      1.0％ 







  6        3.3％ 
  3     1.6％ 
  2     1.1％ 
   
 1      0.5％ 
小計  11         5.8％ 小計  12      6.6％ 
 合計     190 合計         182 
 
















































































    （とりあえず、ガスの火を消してしまいますね。） 
         （中略） 
阿姨：真是谢谢你哦。 
  （本当にありがとうね） 
 杜拉拉：没事没事，谁碰到这个事都会帮忙的。 
    （いいえ、当然のことをしたまでです。） 






































































































































   （その他の表現） 
 
 







































































































































①  Ｓ（＋），Ｈ（＋） 




③  Ｓ（－），Ｈ（＋） 
④  Ｓ（－），Ｈ（－） 
⑤  Ｓ（＋），Ｈ（＋） 
⑥  Ｓ（＋），Ｈ（－） 
⑦  Ｓ（－），Ｈ（－） 




































      状況        言語行動（Ｓ→Ｈ） 
① Ｓ（＋），Ｈ（＋） 感謝 
② Ｓ（＋），Ｈ（－） 感謝 
③ Ｓ（－），Ｈ（－） 非難・不満 
④ Ｓ（－），Ｈ（＋） 非難・不満 
⑤ Ｓ（＋），Ｈ（＋） 能力を見せびらかす／恩を着せる 
⑥ Ｓ（＋），Ｈ（－） 謝罪 
⑦ Ｓ（－），Ｈ（－） 謝罪  











(2) A＜感謝＞ Ｓ（＋），Ｈ（＋）   B＜謝罪＞ Ｓ（＋），Ｈ（－） 







































































































 (10) ＜状況全体＞  Ｓ（＋）, Ｈ（－） 
 「すみません」｛Ｓ（＋）｝, Ｈ（－） 



















































































の「ごちそうさま」、【用例 38】の「お世話になって」、【用例 41】の「おかげで」、【用例 42】
の「助かる（よ）」、【用例 45】の「嬉しい」（“気持ち”類）も含まれる。中国語では、【用























































































































      （はい、はい。） 
清掃員：不好意思啊。好了，谢谢啊。 
     （すみません。どうも、ありがとうございます。） 
               （《杜拉拉升职记》 第 7話） 
 






 (16) Ｓ（＋）, Ｈ（－） ＜状況全体＞  
 ｛Ｓ（＋）｝, Ｈ（－） → 「すみません／不好意思」 






















 (17) Ｓ（＋）, Ｈ（＋） 

























 (19)  ＜｛Ｓ（＋）｝, Ｈ（－）＞ ＋ ＜Ｓ（＋）,｛Ｈ（－）｝＞ 
↓ 

















































































  （状況はだいたいこのようです。） 
客户：这次太麻烦你了。那我先走了。 
  （今回ご迷惑をおかけしました。先に失礼します。）  











  （じゃ、行きましょう。お見送りします。）  
黛西：麻烦你了。 
  （お手数をおかけします。） 














      （はい、はい。） 
清掃員：不好意思啊。好了，谢谢啊。 
     （すみません。どうも、ありがとうございます。） 












   （悪いね、建斌。面倒かけちゃって。大丈夫？） 
建斌：没事。 














































































































質問紙のアンケート調査を行った。調査対象は 20 代の大学２年生と３年生である。 
調査対象：日本語母語話者 26 名 (男 12 名、女 14 名) 
中国語母語話者 26 名 (男 10 名、女 16 名) 
 
5.2.2 場面設定 

































①贈り物   A｢母｣、B｢友人｣、C｢先生・上司｣ 
②荷物    A｢父｣、B｢クラスメート｣、C｢先生｣ 
③借用    B｢クラスメート｣、C｢先生｣、D｢図書館職員｣ 
④借金    B｢クラスメート｣、C｢先生｣ 
⑤賛辞    B｢クラスメート｣ 















◆ 次回会ったときに、改めて感謝をしますか。  
   A 感謝しない  B 感謝する→① ② ③ ④その他(自由回答)_________ 
①先日(この間)は、(どうも)ありがとう(ございました)。   
②先日(この間)は、(どうも)すみませんでした。  
③先日(この間)は、お世話になりました。 
④その他  (自由解答)  
 
例(中国語)：在你的特别的日子(生日等)，当你从友人那里收到礼物时， 
◆你会表示感谢吗？            A 不会     B 会  
◆下次见面时，你会再次表示感谢或谈及吗？   
                               A 不会      B 会。会说：_______________________ 
(和訳)  
あなたにとって特別な日(誕生日等)に、友人からお祝いのプレゼントをもらったときに、 
◆感謝を表しますか          A しない    B する 
◆次回会ったときに、改めて感謝を表したり、言及したりしますか 
                 A しない     B する。何を言う：________________   
                       
5.3 調査の結果 
	






































































































の場の感謝｣をすると答えた人数はそれぞれ 26 と 16 であり、｢再度の感謝｣をすると答えた
人数は 20 と 0 である。両者を比較すると｢その場の感謝｣をすると答えた人数が減ると、対
応する｢再度の感謝｣も連動して減っている、すなわち、頻度において両者は相関している
ようにみえる。しかし、①B と②B と③B を比べると、｢その場の感謝｣をすると答えた人数



















































 ④B ③B ①B ②B ⑤B ⑥B 
日本 88% 77% 58% 35% 0% 0% 











④借金  (お金を貸してもらわなければ、食事ができなくて損をする) 




















5.4.2.2 分析 2 
グラフ 1 を見ると、同じ場面でも、相手によって、｢再度の感謝｣のパーセンテージは異
なることがわかる。場面①｢贈り物｣を例として、 
日本：①A 46％ 、①B 58％、 ①C 92％ 





















































表４   日本：178 文 
               文の例(一部) 
感謝類   
94％ 









表５   中国：104 文 
              文の例(一部) 
感謝類   
63％ 
那天谢谢老师了。  (9％)    （先生、先日ありがとうございました。） 
谢谢你的礼物。         （あなたのプレゼント、ありがとう。） 
上次真不好意思，谢谢老师。   （前回、すみませんでした。先生、ありがとう
                                  ございました。) 
上次送包裹真是太麻烦您了。   （前回、荷物を手伝ってくださってご迷惑を   
                                  おかけしました。） 





上次送我的礼物，我很喜欢。     （前回、贈ってくれたプレゼント、大好き。）
前几天送我的礼物，我很喜欢，嘿嘿。（先日送ってくれたプレゼント、私は大好 
                                    き。へっへっ。） 
【相手への言及】 














とも多く、94％に達していて、その他の類が 6％である。中国の 104 文の中では感謝類が
63％、その他の類が 37％である。いずれも｢感謝類｣が一番多く、日本における｢感謝類｣で
は定型表現｢先日はどうも｣などがあるが、中国における｢感謝類｣にはいろいろなバリエー
















































   不要拍。来来，谢谢，谢谢。有什么事和我说好吗? 
（記者の皆様、お願い、お願い、撮らないで、撮らないで、お願いします。何かあり 
 ましたら、私にご相談ください。） 











       (どういたしまして。) 





















 ○ 「可以借给我 100 元吗？」（100 元を貸してくれませんか。） 

















































































① S（＋），Ｈ（＋） ⑤ Ｓ（＋），Ｈ（＋） 
② S（＋），Ｈ（－） ⑥ Ｓ（＋），Ｈ（－） 
③ S（－），Ｈ（－） ⑦ Ｓ（－），Ｈ（－） 
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日本語：『白夜行』            (１〜11 話、558 分、2006 年放送) 
    『秘密』                (１〜9話、441 分、2010 年放送)  
    『流れ星』                (１〜10 話、475 分、2010 年放送) 
    『同窓会〜ラブアゲイン症候群』   (１〜9話、438 分、2010 年放送) 
        『大切なことはすべてあなたが教えてくれた』 (１〜10 話、475 分、2011 年放送)  
 
中国語：《幸福像花儿一样》              (１話、45 分、2005 年放送) 
    《蜗居》                   (１〜10 話、450 分、2009 年放送) 
    《媳妇的美好时代》              (１〜10 話、400 分、2010 年放送)  
    《杜拉拉升职记》               (１〜10 話、426 分、2010 年放送) 
    《奋斗》                   (１〜10 話、472 分、2011 年放送) 
    《家常菜》                  (１〜6話、270 分、2011 年放送) 
